
『
楽
音
寺
縁
起
』

と
藤
原
純
友
の
乱

lま

め

じ

一
九
九
六
年
春
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
で
『
楽
音
寺
縁
起
絵
巻
』

の
展
示
が
行
わ
れ
、
絵
と
詞
書
の
全
貌
を
収
め
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
図
録

が
刊
行
さ
れ
た
。
『
楽
音
寺
縁
起
絵
巻
』
(
以
下
『
縁
起
』
)
の
魅
力
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
合
戦
絵
で
あ
る
。
教
科
書
や
副
教
材
の
図
録
、
一
般

向
け
の
概
説
書
や
図
説
の
藤
原
純
友
の
乱
に
関
す
る
文
章
に
は
、
必
ず

と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
安
芸
国
住
人
藤
原
倫
実
な
る
も
の
が
純
友
龍
る
備

前
釜
島
を
攻
撃
す
る
場
面
が
添
え
ら
れ
て
い
る
(
写
真
1
)
。
だ
が
面

白
い
こ
と
に
は
、
そ
の
場
面
を
含
め
絵
巻
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
実

際
の
乱
の
展
開
過
程
と
ま
っ
た
く
異
な
る
純
友
追
討
露
で
あ
る
。

さ
て
、
私
は
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
研
究
で
「
藤
原
純
友
の
乱
」
に
つ

い
て
再
検
討
作
業
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
『
綾
起
』
を
と
り
あ
げ
た

こ
と
は
な
い
。
た
ん
な
る
伝
説
と
し
て
切
り
捨
て
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
あ
ま
り
に
実
際
の
乱
と
か
け
は
な
れ
て
い
る
か
ら
.
と
う
取
り
扱

下

向

井

龍

彦

っ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
県
博
の
展
示
を

観
な
が
ら
あ
れ
こ
れ
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
う
ち
に
、
以
前
『
純
友

追
討
記
』
(
以
下
『
追
討
記
』
)
を
考
察
し
た
と
き
と
同
じ
方
法
で
『
縁

起
』
を
解
き
明
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
ひ
ら
め
き
が
頭
を
か

す
め
た
。
こ
の
直
感
に
導
か
れ
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
『
縁
起
』
が
描

く
純
友
追
討
語
を
、
乱
の
実
際
の
流
れ
の
な
か
へ
位
置
づ
け
る
試
み
を

し
て
み
よ
う
と
思
う
。

一
、
『
楽
音
寺
縁
起
』
が
描
く
藤
原
純
友
の
乱

藤
原
純
友
の
乱
は
、
通
説
で
は
だ
い
た
い
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

(
1
)
承
平
年
間
(
九
三
一

1
九
三
六
)
、
純
友
は
伊
予
国
日
振
島
を

本
拠
に
海
賊
活
動
を
し
て
い
た
が
、
承
平
六
年
(
九
三
六
)
六
月
、

伊
予
守
紀
淑
人
の
懐
柔
工
作
に
よ
り
一
時
沈
黙
し
た
。

(
2
)
天
慶
二
年
(
九
三
九
)
十
二
月
、
純
友
は
、
紀
淑
人
の
制
止
を

振
り
切
り
、
摂
津
須
岐
駅
で
備
前
介
藤
原
子
高
を
襲
撃
し
て
、
反
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釜島に籍もる純友を攻める藤原倫実

(楽音寺所蔵『楽音寺縁起絵巻.ll)

写真 1

乱
に
踏
み
切
っ
た
。

(
3
)
天
慶
三
年
正
月
、
政
府
は
、
追
捕
山
陽
道
使
小
野
好
古
を
任
命

す
る
と
と
も
に
、
純
友
に
従
五
位
下
を
与
え
て
懐
柔
し
よ
う
と
し

た。

(
4
)
純
友
は
そ
れ
を
拒
否
し
て
一
月
i
二
月
に
備
前
・
備
中
を
襲
撃

し
、
ニ
月
、
讃
岐
介
藤
原
国
風
を
破
り
、
国
府
を
占
領
、
国
風
を

追
っ
て
淡
路
・
阿
波
を
襲
撃
し
た
。

(
5
)
八
月
、
小
野
好
古
率
い
る
政
府
軍
は
、
備
前
・
備
後
の
兵
船
を

結
集
し
て
讃
岐
に
侵
攻
し
た
が
、
純
友
勢
に
敗
北
し
た
。
し
か
し

藤
原
恒
方
の
裏
切
な
ど
で
形
勢
は
逆
転
し
、
純
友
勢
は
伊
予
へ
退

却
し
た
。
政
府
軍
は
そ
れ
を
追
撃
し
、
讃
岐
・
伊
予
を
制
圧
し
た
。

(
6
)
十
月
以
降
、
純
友
勢
は
安
芸
・
周
防
・
長
門
・
土
佐
を
襲
撃
し
、

翌
天
慶
四
年
五
月
、
豊
後
・
日
向
勢
を
糾
合
し
て
大
宰
府
を
攻
略

し
た
が
、
政
府
軍
の
攻
勢
に
総
崩
れ
と
な
り
、
純
友
は
伊
予
に
逃

げ
帰
っ
た
と
こ
ろ
を
伊
予
審
問
使
構
遠
保
に
生
け
捕
ら
れ
、
伊
予

に
て
獄
死
し
た
。

以
上
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
『
縁
起
』
描
く
と
こ
ろ
の
藤
原
純
友
の
乱
「
異
関
」

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
場
面
。
天
慶
年
問
、
純
友
は
備
前
釜
島
に
城
郭
を
構
え
、
兵
船
を

慢
し
、
西
国
か
ら
の
年
貢
を
抑
留
し
て
い
た
。

第
二
場
面
。
安
芸
国
に
配
流
中
の
武
勇
の
誉
高
き
流
人
藤
原
倫
実
が
抜

寵
さ
れ
、
朱
雀
天
皇
か
ら
純
友
追
討
の
仰
せ
が
出
さ
れ
た
。
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第
三
場
面
。
倫
実
は
、
勅
宣
を
蒙
り
官
兵
を
率
い
、
純
友
の
龍
る
城
郭

釜
島
を
攻
撃
し
た
が
惨
敗
し
た
。
そ
の
と
き
倫
実
は
味
方
の
死
体

の
下
に
隠
れ
、
髪
の
中
に
納
め
て
い
た
薬
師
如
来
の
加
護
に
よ
り

九
死
に
一
生
を
得
た
。

第
四
場
面
。
倫
実
は
、
上
洛
し
て
敗
戦
を
天
皇
に
報
告
し
た
が
、
ふ
た

た
び
純
友
追
討
の
勅
命
を
蒙
っ
た
。

第
五
場
面
。
倫
実
は
、
摂
津
河
尻
に
て
船
を
調
達
、
和
泉
・
河
内
・
摂

津
・
播
磨
で
軍
勢
を
整
え
、
播
磨
印
南
野
で
茅
萱
な
ど
を
刈
っ
て

船
に
積
み
、
純
友
が
龍
も
る
釜
島
を
攻
撃
し
た
。
茅
萱
を
積
ん
だ

船
に
火
を
か
け
釜
島
を
焼
き
討
ち
に
し
、
純
友
を
討
ち
取
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
前
頁
に
掲
げ
た
写
真
は
こ
の
場
面
で
あ
る
。

第
六
場
面
。
倫
実
は
、
純
友
の
首
を
取
り
、
天
皇
に
献
上
し
た
。
恩
賞

と
し
て
左
馬
允
に
補
任
さ
れ
、
安
芸
国
沼
田
七
郷
を
賜
り
、
報
恩

の
た
め
楽
音
寺
を
建
立
し
た
。

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
『
前
太
平
記
』
に
も
藤
原
倫
実
が
釜
島
で
純

友
を
追
討
し
た
話
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
縁
起
』
を
も
と
に
し
た
創
作

で
あ
り
、
釜
島
に
あ
る
純
友
の
城
郭
と
い
わ
れ
る
城
跡

ν、
『
前
太
平

記
』
が
書
か
れ
た
あ
と
の
こ
じ
つ
け
で
あ
ろ
う
。

以
上
ざ
っ
と
み
く
ら
べ
た
だ
け
で
、
通
説
と
『
縁
起
』
の
内
容
が
あ

ま
り
に
も
か
け
は
な
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
縁
起
』
の
内
容
が

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
に
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め

で
あ
る
。
県
博
図
録
の
解
説
に
「
楽
音
寺
縁
起
絵
巻
の
内
容
を
そ
の
ま

ま
史
実
と
し
て
受
け
取
る
に
は
注
意
を
要
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
と

天慶藤原純友の乱における警固使

『貞信公記』天慶 3、 2、23条

『貞信公記』天慶3、 4、 6条

『純友追討記』

『師守記』天慶 4、6、20条

表 1

備後国警固使

阿波国警固使

讃岐国警固使

伊予国警固使

二
、
楽
音
寺
・

お
り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
河
合
正

治
氏
は
「
そ
の
ま
ま
信
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
釜
島
は
純
友
の
備

前
に
お
け
る
前
進
基
地
で
は
な
か
っ
た
か
」
と

述
べ
ら
れ
、
福
尾
猛
市
郎
氏
は
「
史
実
に
対
し

て
誇
張
」
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
「
釜
島
は
、

反
乱
軍
の
拠
っ
た
一
つ
の
域
で
あ
り
、
倫
実
が

こ
れ
を
討
伐
す
る
功
を
立
て
た
事
実
が
、
年
代

の
経
過
す
る
間
に
拡
大
整
備
さ
れ
、
鎌
倉
時
代

の
縁
起
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
、
も
っ

と
踏
み
込
ん
で
『
縁
起
』
の
記
述
か
ら
史
実
を

読
み
取
ろ
う
と
さ
れ
た
。
私
も
か
つ
て
沼
田
氏

の
祖
は
、
純
友
鎮
圧
に
あ
た
っ
て
内
海
諸
国
に

配
置
さ
れ
た
警
固
使
(
表
l
)
の
一
人
、
安
芸

国
警
固
使
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
し
た
こ
と

が
あ
る
。

『
楽
音
寺
縁
起
』

-
沼
田
氏
・
釜
島

(1) 

豊
田
郡
本
郷
町
楽
音
寺
は
、
鎌
倉
後
期
の
弘
安
十
一
年
(
一
二
八
八
)

四
月
十
二
日
関
東
下
知
状
で
、
楽
音
寺
の
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
預
所
と

対
立
す
る
地
頭
小
早
川
氏
側
が
「
天
慶
年
中
本
下
司
所
二
建
立
一
也
、
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建
永
年
中
以
二
土
肥
二
郎
遠
平
一
、
被
レ
補
一
一
地
頭
一
之
後
、
為
二
地
頭
氏

寺
一
、
自
二
往
古
一
預
所
依
レ
不
二
相
椅
一
、
代
々
検
注
之
時
、
不
二
入

勘
こ
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
小
早
川
遠
平
が
沼
田
荘
に
地
頭
と

し
て
入
部
す
る
前
は
沼
田
荘
下
司
沼
田
氏
の
氏
寺
で
あ
り
、
本
下
司
沼

田
氏
が
楽
音
寺
を
建
立
し
た
の
は
天
慶
年
中
と
記
憶
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
小
早
川
氏
と
院
務
職
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
た
楽
音
寺
院
主
良
承

の
元
弘
三
年
(
三
三
三
二
)
八
月
申
状
に
は
「
当
寺
者
、
朱
雀
院
御
願

所
、
天
慶
年
中
為
三
純
友
追
討
之
勅
願
一
、
仰
二
左
馬
允
倫
実
一
白
二
造

立
一
以
降
為
二
天
台
末
寺
一
、
於
一
一
院
務
職
一
者
、
倫
実
一
族
等
代
々
相

伝
連
綿
而
無
レ
絶
、
就
中
本
山
住
侶
時
限
等
自
二
玄
乗
坊
之
栄
俊
一
至
二
子

良
承
一
為
二
譜
代
一
之
条
、
地
下
無
二
其
隠
一
者
也
」
と
み
え
、
純
友
追

討
に
勲
功
を
あ
げ
楽
音
寺
を
建
立
し
た
沼
田
氏
祖
「
倫
実
一
族
」
「
倫

実
子
孫
」
が
楽
音
寺
院
務
職
を
代
々
相
伝
し
て
き
た
と
い
う
。
純
友
追

討
の
報
恩
の
た
め
に
天
慶
年
中
に
沼
田
氏
の
祖
「
藤
原
倫
実
」
が
建
立

し
た
と
す
る
『
縁
起
』
の
記
述
と
符
合
し
て
お
り
、
『
縁
起
』
は
.
鎌
倉

時
代
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の
『
縁
起
』
は
、

寛
文
年
間
に
原
本
が
藩
主
に
召
し
上
げ
ら
れ
た
さ
い
、
代
わ
り
に
下
さ

れ
た
写
本
で
あ
る
と
い
う
が
、
か
つ
て
『
縁
起
』
を
調
査
さ
れ
た
河
合

正
治
氏
は
「
現
在
の
も
の
か
ら
推
し
て
原
物
は
り
っ
ぱ
な
も
の
で
、
絵

の
図
様
な
ど
か
ら
考
え
て
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
末
期
を
下
ら
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
推
定
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
桜
井
徳
太
郎
氏
は
霊
験
縁
起
に
つ
い
て
、
「
特
定
の
寺
院

の
縁
日
と
か
法
会
の
施
行
の
際
に
集
り
来
る
檀
越
や
信
徒
に
対
し
、
こ

の
寺
の
霊
験
を
説
く
と
い
う
具
体
性
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
り
重
要

で
」
あ
っ
て
、
「
こ
の
直
接
目
的
の
た
め
に
個
々
の
寺
院
に
お
け
る
開

創
の
霊
異
や
効
験
の
歴
史
を
具
象
的
に
解
説
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
檀
越
や
地
域
民
衆
の
心
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
経
典
一
般
と
か
、
精
舎
一
般
と
か
、
仏
菩
薩
一

般
と
か
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
縁
起
の
在
地

性
・
土
着
性
、
そ
し
て
個
別
性
が
強
く
し
み
出
て
く
る
理
由
が
伏
せ
ら

れ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
は
各
地
の
寺
院
で
縁
起

絵
巻
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
が
、
沼
田
荘
楽
音
寺
で
は
、
地
頭
小
早
川

氏
入
部
以
前
に
こ
の
地
を
支
配
し
て
い
た
本
下
司
沼
田
氏
の
祖
藤
原
倫

実
が
薬
師
像
の
効
験
に
よ
っ
て
勲
功
を
あ
げ
た
こ
と
を
強
調
す
る
縁
起

が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
楽
音
寺
院
主
職
は
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て

も
開
祖
「
倫
実
一
族
」
「
倫
実
子
孫
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
沼
田

氏
一
族
の
も
の
が
代
々
相
伝
し
て
お
り
、
「
地
下
」
す
な
わ
ち
荘
内
百

姓
た
ち
の
間
で
も
そ
れ
は
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
『
縁
起
』

は
沼
田
氏
の
子
孫
た
る
楽
音
寺
寺
僧
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
鎌
倉
後
期
、
地
頭
小
早
川
氏
に
よ
る
院
主
補
任
権
奪
取
の
動
き
に

対
抗
し
て
自
立
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
楽
音
寺
院
主
「
倫
実
子
孫
」

と
し
て
は
、
荘
内
百
姓
の
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
に
も
、
数
百
年
に
わ

た
っ
て
こ
の
地
域
に
君
臨
し
て
き
た
沼
田
氏
に
対
す
る
百
姓
た
ち
の
歴

史
的
記
憶
に
訴
え
か
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
縁

起
』
は
、
小
早
川
氏
の
支
配
の
浸
透
に
対
し
て
沼
田
氏
子
孫
た
る
楽
音

寺
院
主
が
自
立
性
を
守
り
抜
く
た
め
に
作
成
し
た
も
の
と
考
え
る
。
他
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の
地
方
寺
院
縁
起
絵
巻
の
成
立
契
機
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
知
識
を
も
た

な
い
の
で
と
ん
で
も
な
い
見
当
違
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
縁
起
』
成

立
の
契
機
を
右
の
よ
う
に
推
定
し
て
お
き
た
い
。
と
す
れ
ば
沼
田
氏
の

祖
藤
原
倫
実
が
純
友
と
の
戦
い
に
お
い
て
本
尊
薬
師
像
の
お
か
げ
で
一

命
を
と
り
と
め
た
と
い
う
伝
承
も
、
純
友
を
追
討
し
た
と
い
う
伝
承
も
、

ま
た
そ
の
報
恩
の
た
め
に
楽
音
寺
を
建
立
し
た
と
い
う
伝
承
も
、
鎌
倉

後
期
の
楽
音
寺
院
主
や
沼
田
荘
百
姓
が
共
有
す
る
「
歴
史
意
識
」
で
あ

り
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
「
歴
史
事
実
」
だ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
そ
の
も
と
と
な
っ
た
も
の
は
、
絵
巻
化
さ
れ
る
は
る
か
以

前
の
沼
田
氏
氏
寺
時
代
に
作
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
原
「
縁
起
」
で
あ
り
、

沼
田
氏
の
系
譜
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
楽
音
寺
が
沼
田
氏
の
祖

に
よ
っ
て
純
友
の
乱
平
定
の
報
恩
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
『
縁

起
』
の
記
述
は
、
そ
の
意
味
で
信
頼
で
き
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
沼
田
荘
下
司
沼
田
氏
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
沼
田
氏
は
、
小
早
川
氏
入
部
以
前
か
ら
、
下
司
と
し
て
沼
田

荘
を
支
配
し
て
い
た
開
発
領
主
H
在
来
系
武
士
で
、
一
二
世
紀
後
半
に

蓮
華
王
院
に
寄
進
し
て
下
司
に
な
る
以
前
は
沼
田
郡
七
郷
の
郡
郷
司
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
源
平
内
乱
期
の
沼
田
氏
に
つ
い
て
、
『
平
家
物

語
』
(
巻
九
六
ケ
度
軍
)
は
、
安
芸
国
住
人
沼
田
次
郎
を
伊
予
国
の

河
野
四
郎
通
信
の
「
母
方
の
伯
父
」
と
し
て
い
る
。
寿
永
二
年
冬
ご
ろ

屋
島
に
本
拠
を
置
い
た
平
氏
に
圧
迫
さ
れ
た
通
信
は
伯
父
を
頼
っ
て
沼

田
氏
と
合
流
し
、
沼
田
氏
は
河
野
通
信
と
と
も
に
沼
田
城
に
龍
っ
て
平

教
経
の
軍
勢
と
戦
っ
た
が
域
を
陥
さ
れ
、
通
信
が
域
を
出
て
逃
れ
た
の

天慶の乱の勲功賞

氏名 勲功前 勲功賞 出典 始祖関係

藤原秀郷 下野猿 従四位下下野・武蔵守 日本紀略 小山・足利氏ら始祖

平貞盛 常陸嫁 従五位下右馬助 向上 伊勢平氏始祖

源 経基 武蔵介 大宰少弐 扶桑略記 清和源氏始祖

平公雅 上総抜 安房守 浅草寺縁起 尾張長田氏ら始祖

平清 幹 上野介 因幡守 類衆符宣抄 安房安西氏始祖

橘遠 保 遠江嫁 美濃介 日本紀略 駿遠橘氏始祖

藤原貞包 筑前権援 本朝世紀

巨勢広利 左衛門少志 向上

大神高実 左兵衛少志 向上 豊後緒方氏始祖?

藤原為憲 兵庫権少允 向上 駿遠工藤氏ら始祖

藤原遠方 左兵衛権少尉 向上

藤原成康 右馬権少允 向上

大蔵春実 右衛門志 従五位下対馬守 大蔵系図 大宰府大蔵氏始祖

藤原倫実 左馬允 楽音寺縁起 安芸沼田氏始祖

越智用忠 従五位下 貞信公記 伊予河野氏ら始祖

注)推定も含む。

拙稿「国街と武士J(W岩波講座日本通史』古代5 1995.4) より転載。

表 2
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に
対
し
、
沼
田
次
郎
は
平
氏
に
投
降
し
た

と
あ
る
。
ま
た
鎌
倉
前
期
の
貞
応
二
年
(
一

ニ
二
三
)
、
都
字
竹
原
井
生
ロ
島
荘
官
ら

の
治
承
寿
永
の
乱
と
承
久
の
乱
に
お
け
る

幕
府
に
対
す
る
敵
対
行
為
を
欝
き
上
げ
た

罪
科
注
進
状
に
「
都
宇
竹
原
井
生
ロ
島
公

文
下
司
等
ハ
、
平
家
御
時
、
付
二
沼
田
五

郎
一
、
於
二
毛
字
関
一
合
戦
畢
、
去
々
年
御

合
戦
之
時
ハ
、
各
企
ニ
上
洛
一
、
然
別
二

箇
度
罪
科
不
レ
浅
者
也
」
と
み
え
、
沼
田

荘
を
本
拠
と
す
る
沼
田
五
郎
が
都
字
竹
原

荘
・
生
ロ
島
な
ど
近
隣
荘
郷
の
公
文
下
司

層
を
率
い
て
平
氏
に
し
た
が
い
壇
ノ
浦
の

合
戦
に
参
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時

代
の
人
物
で
あ
る
沼
田
次
郎
と
沼
田
五
郎

の
関
係
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い
っ
た
ん
平

氏
に
敵
対
し
な
が
ら
、
結
局
平
氏
に
し
た

が
っ
て
平
氏
と
運
命
を
と
も
に
し
た
と
い

う
の
も
、
西
国
武
士
の
た
ど
っ
た
一
つ
の

姿
で
あ
る
。
河
野
氏
と
の
関
係
と
い
い
、

生
口
烏
や
竹
原
の
公
文
層
を
従
え
て
い
た

こ
と
と
い
い
、
沼
田
氏
は
、
平
安
末
期
、

安
芸
国
東
南
部
地
域
に
お
け
る
棟
梁
的
有

5万分の l地図より転載)備蓄Îj~豊島(国土地理院地問



力
武
士
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
海
上
に
も
基
盤
を
も
っ
水
軍
的
武
士
で
あ

っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
平
安
末
期
の
西
国
の
棟
梁
的
武
士
の
な
か

に
は
純
友
の
乱
に
お
け
る
勲
功
者
を
視
と
す
る
武
士
が
め
だ
っ
。
表
2

に
あ
げ
た
よ
う
に
、
伊
予
固
有
力
在
庁
河
野
氏
は
純
友
の
乱
に
活
躍
し

た
越
智
氏
の
子
孫
、
大
宰
府
府
官
原
田
氏
ら
は
大
蔵
春
実
の
子
孫
で
あ

り
、
最
後
犬
神
一
一
族
(
緒
方
・
臼
杵
・
佐
伯
氏
)
ら
も
、
純
友
の
乱
で

勲
功
を
あ
げ
た
大
神
高
実
の
子
孫
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
な

か
で
安
芸
国
東
南
部
の
棟
梁
的
武
士
で
あ
る
沼
田
氏
が
、
純
友
の
乱
の

勲
功
者
を
担
と
仰
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
お
お
い
に
あ
り
う
る
こ
と

で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
君
臨
起
』
で
は
純
友
は
備
前
国
釜
島
を
拠
点
に
海
賊
活
動

を
し
て
い
た
と
警
か
れ
て
い
る
。
釜
島
は
、
児
島
半
島
の
南
端
下
津
井

港
の
沖
合
、
鷲
羽
山
の
眼
下
に
浮
か
ぶ
島
で
あ
る
(
地
図
・
写
真
2
)
。

児
島
、
塩
飽
諸
島
を
か
か
え
る
錆
讃
瀬
戸
は
、
潮
流
が
速
く
、
海
岸
線

は
複
雑
で
、
多
数
の
島
々
が
浮
か
ぶ
瀬
戸
内
航
路
の
要
衝
で
あ
り
、
本

州
と
四
閣
の
関
の
も
っ
と
も
狭
い
海
峡
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
下
津
井

港
は
潮
待
ち
の
港
と
し
て
栄
え
た
町
で
あ
る
が
、
近
世
に
は
備
中
笠
岡

・
備
後
腕
・
讃
岐
高
松
・
丸
街
地
へ
の
航
路
が
あ
り
、
遠
見
番
所
も
置
か

れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
要
衝
に
位
置
す
る
釜
島
は
、
備
讃
瀬
戸
で
東

西
・
南
北
航
路
を
押
さ
え
る
に
は
絶
貯
の
要
害
の
地
で
あ
り
、
海
賊
的

勢
力
の
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
『
縁

起
』
が
純
友
の
拠
点
を
あ
え
て
釜
島
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
な

り
の
理
由
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

僑讃瀬戸上空から術敵した釜島

(1990年2月撮影山陽新聞社提供)

写真2
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こ
の
よ
う
に
楽
音
寺
・
沼
田
氏
・
釜
島
と
い
う
『
縁
起
』
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
個
別
に
み
て
く
る
と
、
『
縁
起
』
の
内
容
が
ま
ん
ざ
ら
根
も
葉
も

な
い
作
り
話
と
は
思
え
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

(2) 

さ
て
、
『
予
章
記
』
・
『
河
野
家
譜
』
は
中
世
に
作
ら
れ
た
越
智
・

河
野
氏
の
系
譜
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
よ
り
前
の
神
話
的
部
分
を
そ
の
ま

ま
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
『
予
章
記
』
に
、

(
純
友
を
)
退
治
ス
ベ
キ
由
ヲ
(
越
智
)
好
方
-
一
被
二
仰
付
一
朝

敵
退
治
ハ
先
例
タ
ル
上
、
論
命
有
テ
、
赤
地
ニ
鎧
直
垂
ヲ
賜
ル
間

罷
向
フ
、
被
官
奴
田
新
藤
次
忠
勝
ヲ
差
遣
シ
、
純
友
ガ
頚
を
令
レ

取、

と
あ
り
、
『
河
野
家
譜
』
に
も
、

好
方
蒙
二
宣
旨
一
賜
二
赤
地
直
垂
鎧
一
、
引
コ
卒
中
西
国
武
者
一
、

乗
一
一
兵
船
二
百
余
般
一
進
発
、
於
二
備
前
龍
島
一
大
闘
、
被
官
奴
回

新
藤
次
忠
勝
、
終
得
一
一
純
友
首
一
、
忽
揚
二
武
勇
威
名
一
、

と
あ
る
。
両
書
と
も
に
、
純
友
の
乱
に
お
い
て
越
智
好
方
な
る
も
の
が

追
討
宣
旨
を
蒙
り
、
被
官
の
「
奴
田
新
藤
次
忠
勝
」
を
遣
わ
し
て
純
友

の
頚
を
と
っ
た
、
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
『
河
野
家
譜
』
に
は
、
そ
の

場
所
を
「
備
前
龍
島
」

H

児
島
と
し
て
い
る
。

藤
原
忠
平
の
日
記
『
貞
信
公
記
』
天
暦
二
年
(
九
四
八
)
七
月
十
八

日
条
に
「
伊
予
国
申
下
越
智
用
忠
依
二
海
賊
時
功
一
可
二
叙
位
一
解
文
等
上
、

令
一
一
公
輔
朝
臣
奏
一
之
、
加
一
一
用
忠
貢
書
一
、
即
還
来
伝
ゴ
仰
可
レ
被
レ
叙

之
状
こ
と
み
え
る
。
純
友
の
乱
が
平
定
さ
れ
て
五
年
も
た
つ
た
天
暦

二
年
、
伊
予
国
か
ら
越
智
用
忠
な
る
も
の
を
「
海
賊
時
」
(
こ
の
時
点

か
ら
み
て
「
海
賊
時
」
と
は
純
友
の
乱
の
こ
と
)
の
「
功
」
に
よ
り
「
叙

位
」
し
て
ほ
し
い
と
い
う
国
解
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
に
は
「
用
忠
貢

書
」
(
自
ら
の
勲
功
を
強
調
す
る
用
忠
の
自
薦
書
だ
ろ
う
)
が
副
え
ら

れ
て
い
た
。
関
白
忠
平
は
そ
れ
を
内
覧
し
た
あ
と
蔵
人
公
輔
を
通
し
て

天
皇
に
奏
聞
し
、
天
皇
か
ら
叙
位
す
べ
し
と
の
裁
可
を
得
た
、
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
実
際
に
純
友
の
乱
で
勲
功
を
掲
げ
恩
賞
と
し
て
従
五
位

下
に
叙
さ
れ
た
の
は
、
『
予
章
記
』
の
い
う
越
智
好
方
と
い
う
人
物
で

は
な
く
、
『
予
章
記
』
な
ど
に
は
み
え
な
い
越
智
用
忠
だ
っ
た
の
で
あ

る
が
、
越
智
氏
が
純
友
の
乱
で
活
躍
し
た
こ
と
に
ち
が
い
は
な
い
。
こ

こ
で
は
「
貢
書
」
と
あ
る
が
、
勲
功
申
請
の
さ
い
に
は
一
般
的
に
は
「
合

戦
日
記
」
「
合
戦
状
」
な
ど
自
己
の
勲
功
を
記
し
た
報
告
書
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
用
忠
の
場
合
、
五
年
も
た
つ
て
い
る
の
で
「
合

戦
日
記
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
準
ず
る

自
薦
書
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
も
の
を
原
型
に
し
て
神
話
化
・
伝
説

化
を
経
て
系
譜
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
も
の
が
『
予
章
記
』
・
『
河
野
家

並
巴
の
記
述
で
あ
ろ
う
。
「
沼
田
氏
」
が
「
児
島
」
で
純
友
を
討
ち
取

っ
た
と
い
う
越
智
氏
の
純
友
追
討
神
話
の
モ
チ
ー
フ
が
、
『
縁
起
』
の

モ
チ
ー
フ
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
縁

起
』
の
主
人
公
藤
原
倫
実
に
相
当
す
る
の
が
越
智
氏
の
伝
承
で
は
「
被

官
奴
田
新
藤
次
」
な
の
で
あ
る
。
彼
が
実
在
の
人
物
だ
っ
た
か
否
か
は

こ
こ
で
は
問
題
で
は
な
い
。
「
奴
田
」
は
「
沼
田
」
に
通
じ
、
通
称
に



「
藤
」
字
が
入
る
の
は
、
一
般
に
そ
の
人
物
が
「
藤
原
姓
」
だ
か
ら
で

あ
り
、
沼
田
氏
の
祖
倫
実
が
藤
原
姓
で
あ
る
こ
と
と
共
通
す
る
。
こ
の

よ
う
に
共
通
の
モ
チ
ー
フ
の
神
話
が
、
越
智
H
河
野
氏
に
も
沼
田
氏
に

も
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
引
い
た
『
平
家
物
語
』
に
あ
る
よ

う
な
婚
姻
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
両
氏
の
神
話
が
混
合
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
む
し
ろ
越
智
H
河
野
氏
の
祖
と
沼
田
氏
の
祖
が
、

長
期
に
わ
た
る
純
友
の
乱
に
お
い
て
共
通
の
局
面
で
と
も
に
戦
い
勲
功

を
あ
げ
た
、
い
わ
ば
「
戦
友
」
だ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
越
智

用
忠
が
従
五
位
下
の
恩
賞
を
得
た
よ
う
に
、
沼
田
氏
の
祖
(
藤
原
倫
実
)

が
恩
賞
と
し
て
左
馬
允
を
賜
与
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と

で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
沼
田
氏
の
始
祖
が
純
友
の
乱
に
勲
功
を
あ
げ
、
沼
田
郡

七
郷
の
支
配
権
(
郡
司
職
)
を
獲
得
し
、
そ
の
報
恩
の
た
め
楽
音
寺
を

建
立
し
た
、
と
い
う
『
縁
起
』
の
モ
チ
ー
フ
は
、
一
定
の
史
実
を
反
映

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
中
世
武
士
の
多
く
は
、
表
2
に
み
る
よ
う
に

天
慶
の
乱
(
す
な
わ
ち
将
門
・
純
友
の
乱
)
に
お
け
る
勲
功
者
を
始
祖

と
し
て
い
る
が
、
沼
田
氏
も
同
様
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
な
ぜ
、

釜
島
に
寵
る
純
友
を
追
討
し
た
と
い
う
、
事
実
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る

伝
承
が
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
?
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
。

- 9-

ニ
、
讃
岐
国
の
乱
と
『
純
友
追
討
記
』

」
こ
で
『
縁
起
』
が
描
く
純
友
追
討
語
を
理
解
す
る
た
め
に
、
『
縁

起
』
か
ら
は
な
れ
て
『
純
友
追
討
記
』
(
以
下
『
追
討
記
』
)
が
描
く
讃

岐
国
で
の
乱
の
動
向
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

純
友
野
心
未
レ
改
、
猪
賊
弥
倍
、
讃
岐
国
与
一
一
彼
賊
軍
一
合
戦
、
大

破
、
中
レ
矢
死
者
数
百
人
、
介
藤
原
国
風
軍
破
、
招
一
一
警
固
使
坂

上
敏
基
一
、
窃
逃
コ
向
阿
波
国
一
也
、
純
友
入
三
国
府
一
、
放
火
焼

亡
、
取
一
一
公
私
財
物
一
也
、
八
八
国
風
更
向
二
淡
路
国
一
、
注
一
一
於
具

状
二
飛
駅
言
上
、
経
二
二
箇
月
一
、
招
コ
集
武
勇
人
一
、
帰
二
讃
岐

国

二

相
4
待
官
軍
之
到
来
一
、

す
な
わ
ち
、
(
二
讃
岐
介
藤
原
国
風
は
純
友
軍
と
合
戦
し
た
が
大

敗
し
て
逃
走
し
、
一
方
、
純
友
軍
は
、
国
府
を
占
領
、
放
火
・
略
奪
し

た
。
(
二
)
国
風
は
、
讃
岐
警
固
使
坂
上
敏
基
と
と
も
に
阿
波
を
経
て

淡
路
に
逃
走
し
、
淡
路
か
ら
純
友
に
よ
る
讃
岐
国
府
占
領
を
飛
駅
言
上

し
た
。
(
三
)
二
ヶ
月
後
、
国
風
は
武
勇
人
を
集
め
て
讃
岐
に
帰
り
、

官
軍
の
到
来
を
待
っ
た
。
以
上
で
あ
る
が
『
追
討
記
』
は
時
期
を
明
記

せ
ず
、
『
追
討
記
』
か
ら
は
こ
の
局
面
が
い
つ
の
事
か
は
っ
き
り
わ
か

ら
な
い
。
ま
た
こ
こ
で
純
友
に
挑
戦
す
る
讃
岐
国
の
政
府
軍
の
主
役
は
、

他
の
確
か
な
記
録
に
見
え
な
い
讃
岐
介
藤
原
因
風
で
あ
る
。

そ
こ
で
確
か
な
史
料
か
ら
讃
岐
に
お
け
る
乱
の
動
向
を
再
現
し
て
み

る
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
『
貞
信
公
記
』
を
み
る
と
、
天
慶
三
年

二
月
五
日
、
賊
徒
が
襲
来
し
兵
器
な
ど
を
奪
取
さ
れ
た
と
い
う
「
淡
路

解
文
」
が
到
来
し
、
摂
政
忠
平
・
左
大
臣
仲
平
で
そ
の
対
策
を
定
め
、

二
十
三
日
に
は
左
大
臣
仲
平
が
忠
平
の
も
と
で
、
讃
岐
・
阿
波
国
司
を

任
国
に
追
い
下
す
官
符
を
下
す
よ
う
左
大
弁
在
衡
に
指
示
し
て
い
る
。
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四
月
六
日
に
は
藤
原
村
蔭
と
い
う
人
物
が
「
阿
波
国
警
固
使
」
に
補
任

さ
れ
て
い
る
。
『
貞
信
公
記
』
で
「
淡
路
解
文
」
が
到
来
し
た
と
い
う

記
事
は
、
『
追
討
記
』
の
讃
岐
介
国
風
が
純
友
に
敗
れ
淡
路
国
に
逃
走

し
、
飛
駅
言
上
し
た
と
い
う
記
事
に
対
応
し
、
『
貞
信
公
記
』
で
讃
岐

・
阿
波
国
司
を
任
国
に
追
い
返
す
指
令
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
讃

岐
・
阿
波
国
司
が
任
国
か
ら
逃
亡
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
、
『
追
討

記
』
で
国
風
が
阿
波
国
を
経
て
逃
走
し
、
武
勇
人
を
引
き
連
れ
て
帰
任

し
た
と
い
う
記
事
に
対
応
す
る
。
阿
波
警
固
使
が
任
命
さ
れ
た
と
い
う

の
も
、
讃
岐
・
阿
波
国
司
が
帰
国
し
、
反
撃
態
勢
を
調
え
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
「
淡
路
解
文
」
が
二
月
五
日
、
阿
波
警
固
使
補
任
が

四
月
六
日
と
い
う
の
も
、
国
風
が
逃
走
し
て
帰
国
す
る
ま
で
の
期
聞
が

二
ヶ
月
で
あ
っ
た
と
い
う
『
追
討
記
』
の
記
述
と
一
致
す
る
。
し
た
が

っ
て
『
追
討
記
』
が
描
く
讃
岐
に
お
け
る
反
乱
は
天
慶
三
年
正
月

1
二

月
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
『
貞
信
公
記
』
に
は
讃

岐
・
阿
波
の
反
乱
勢
力
の
中
心
が
純
友
で
あ
る
と
は
ひ
と
こ
と
も
書
い

て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
『
師
守
記
』
貞
和
三
年
十
二
月
十
七
日
条
裏
書
天
慶
四
年

正
月
二
十
一
日
条
に
、

伊
与
国
進
出
上
前
山
城
援
藤
原
三
辰
頚
一
、
海
賊
之
中
暴
悪
者
也
、

讃
岐
国
之
乱
発
二
於
斯
一
、
遣
一
一
西
獄
所
辺
一
、

と
み
え
る
。
『
師
守
記
』
裏
書
は
外
記
日
記
(
太
政
官
の
政
務
日
誌
)

に
も
と
づ
く
記
事
で
あ
り
、
こ
の
記
事
も
天
慶
四
年
正
周
二
十
一
日
の

外
記
日
記
を
も
と
に
し
て
い
る
。
政
府
は
、
先
に
み
た
天
慶
三
年
正
月

下
旬
か
ら
二
月
初
旬
に
は
じ
ま
っ
た
、
国
司
を
追
放
し
国
府
を
占
拠
し

た
讃
岐
国
で
の
反
乱
状
況
を
「
讃
岐
国
の
乱
」
と
呼
び
、
そ
の
張
本
が

前
山
城
按
藤
原
三
辰
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
追
討

記
』
に
は
三
辰
は
ま
っ
た
く
登
場
す
る
こ
と
は
な
く
、
介
国
風
が
対
決

し
た
相
手
を
終
始
純
友
に
代
表
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
点
、
政
府
側
の
記

録
と
『
追
討
記
』
と
で
は
大
き
く
矛
盾
し
て
い
る
。
後
日
特
定
の
立
場

に
た
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
追
討
記
』
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
政
府
側
の

記
録
の
ど
ち
ら
を
信
頼
す
べ
き
か
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
「
讃
岐

国
の
乱
」
の
中
心
人
物
は
純
友
で
は
な
く
、
『
追
討
記
』
に
は
み
え
な

い
藤
原
三
辰
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
純
友
が
讃

岐
国
に
侵
攻
し
た
の
は
、
三
辰
ら
が
政
府
軍
の
攻
勢
を
ま
え
に
純
友
に

支
援
を
求
め
た
、
八
月
十
八
日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
前
年
の
十
二

月
に
摂
津
須
岐
駅
に
備
前
介
藤
原
子
高
を
襲
撃
し
て
以
後
、
八
月
ま
で

の
純
友
は
政
府
と
交
渉
し
つ
つ
伊
予
国
府
辺
で
事
態
の
成
行
き
を
見
守

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
『
追
討
記
』
は
三
辰
を
純
友
に
あ
え

て
作
為
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
前
稿
で
詳
し
く
述

べ
た
。
結
論
だ
け
い
え
ば
、
『
追
討
記
』
が
純
友
の
乱
平
定
の
の
ち
讃

岐
介
藤
原
国
風
の
勲
功
を
強
調
・
顕
彰
す
る
こ
と
を
一
つ
の
目
的
に
書

か
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
国
風
が
対
決
し
た
相

手
は
乱
の
首
領
純
友
で
な
け
れ
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
二
つ
の
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
一
つ
は
天
慶
三
年
正
月

か
ら
二
月
の
「
讃
岐
国
の
乱
」
は
、
純
友
と
は
独
立
し
た
勢
力
U
藤
原

三
辰
に
よ
る
反
国
司
闘
争
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
『
追



討
記
』
は
讃
岐
介
国
風
の
勲
功
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
相
手
を
、
実
際

に
戦
っ
た
藤
原
三
辰
か
ら
藤
原
純
友
に
作
為
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

こ
の
二
点
は
『
楽
音
寺
縁
起
』
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
示
唆
を
与
え
て

く
れ
る
。四

、
備
前
田
の
乱
と
『
楽
音
寺
縁
起
』

11-

「
讃
岐
国
の
乱
」
と
同
時
期
、
備
前
で
は
藤
原
文
元
と
い
う
人
物
が

反
乱
を
起
こ
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
「
備
前
国
の
乱
」
と
呼
ん
で
お
こ

う
。
備
前
に
お
け
る
藤
原
文
元
の
活
動
に
つ
い
て
は
拙
稿
①
で
詳
し
く

論
じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
結
論
だ
け
述
べ
て
お
く
。

(
一
)
承
平
年
間
の
海
賊
の
平
定
に
純
友
・
藤
原
文
元
ら
は
貢
献
し
た

が
、
し
か
し
恩
賞
は
与
え
ら
れ
ず
、
不
満
を
抱
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
伊
予
・
備
前
に
土
着
し
た
。

(
二
)
天
慶
二
年
夏
か
ら
冬
に
か
け
て
、
藤
原
文
元
を
中
心
と
す
る
勢

力
が
、
早
魅
の
猛
威
の
な
か
、
反
国
司
闘
争
を
お
こ
し
た
。
文
元

弾
圧
の
任
務
を
帯
び
て
備
前
介
に
任
命
さ
れ
た
藤
原
子
高
が
、
文

元
ら
反
国
司
勢
力
を
追
い
詰
め
た
。
文
元
は
、
た
ま
ら
ず
伊
予
の

藤
原
純
友
に
支
援
要
請
し
た
。

(
三
)
天
慶
二
年
十
二
月
、
純
友
の
支
援
を
受
け
た
文
元
は
、
摂
津
須

岐
駅
で
逃
亡
上
京
中
の
子
高
を
合
戦
の
末
捕
ら
え
、
む
ご
た
ら
し

い
復
讐
の
リ
ン
チ
を
加
え
た
。

(
四
)
純
友
は
、
須
岐
駅
で
の
軍
事
的
勝
利
を
背
景
に
棚
上
げ
さ
れ
た

ま
ま
の
承
平
勲
功
者
へ
の
恩
賞
を
要
求
し
、
天
慶
三
年
正
月
、
文

元
ら
の
任
官
、
純
友
自
身
の
従
五
位
下
の
獲
得
に
成
功
し
、
要
求

実
現
と
判
断
し
て
和
解
工
作
を
は
じ
め
た
。
一
方
政
府
は
、
追
捕

山
陽
道
使
を
補
任
し
、
山
陽
道
諸
国
に
「
追
捕
官
符
」
を
発
給
し

た。

(
五
)
天
慶
三
年
正
月
1
二
月
、
国
司
追
放
に
成
功
し
た
文
元
は
、
事

態
を
収
拾
し
よ
う
と
す
る
純
友
の
意
図
を
無
視
し
て
備
前
・
備
中

を
制
圧
し
た
。
政
府
軍
で
は
備
中
軍
が
破
れ
て
逃
散
し
、
備
後
警

固
使
を
置
い
て
文
元
勢
の
西
へ
の
進
出
に
備
え
た
。

(
六
)
天
慶
三
年
八
月
、
山
陽
南
海
道
追
捕
使
小
野
好
古
ら
政
府
軍
は

備
前
・
備
中
・
備
後
を
制
圧
し
、
備
前
を
追
わ
れ
た
文
元
は
讃
岐

に
逃
走
し
て
、
藤
原
三
辰
ら
讃
岐
勢
と
合
流
し
た
。
政
府
軍
は
備

前
・
備
後
の
兵
船
を
動
員
し
て
讃
岐
に
侵
入
し
た
の
で
、
文
元
・

三
辰
ら
は
ふ
た
た
び
純
友
に
救
援
を
要
請
し
た
。
そ
れ
ま
で
態
度

を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
純
友
は
反
乱
を
決
意
し
、
伊
予

か
ら
讃
岐
に
入
っ
て
政
府
軍
を
撃
破
し
、
備
前
・
阿
波
を
制
圧
し

た
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
純
友
、
備
前
の
文
元
、
讃
岐
の

三
辰
が
一
つ
の
反
乱
勢
力
に
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
備
前
国
の
乱
」
も
、
純
友
の
活
動
と
は
一
応
独
立
し

た
藤
原
文
元
に
よ
る
反
国
司
闘
争
で
あ
り
、
純
友
蜂
起
後
も
、
純
友
の

統
制
を
越
え
て
独
自
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
が
『
楽
音
寺
縁
起
』
と
「
備
前
国

の
乱
」
と
の
関
連
で
あ
る
。
『
縁
起
』
の
筋
書
き
が
純
友
の
行
動
と
一



12 

致
す
る
と
こ
ろ
が
全
く
な
い
こ
と
は
何
度
も
強
調
し
て
き
た
。
し
か
し

『
縁
起
』
の
筋
書
を
「
備
前
国
の
乱
」
と
比
べ
て
み
る
と
、
う
ま
く
対

応
す
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
『
縁
起
』
第
一
場
面
の
純
友
に
よ
る
西

国
年
貢
抑
留
は
、
「
備
前
国
の
乱
」
の
つ
己
(
三
)
の
備
前
を
舞
台
と

す
る
文
元
に
よ
る
反
国
司
闘
争
と
対
応
さ
せ
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
『
縁
起
』
第
二
場
面
の
藤
原
倫
実
へ
の
備
前
釜
島
に
龍
る
純

友
追
討
勅
命
は
、
(
四
)
山
陽
道
諸
国
に
備
前
の
元
文
追
捕
を
命
じ
る

追
捕
官
符
が
出
さ
れ
た
こ
と
(
し
た
が
っ
て
安
芸
国
に
も
追
捕
官
符
は

出
さ
れ
て
い
る
)
と
対
応
と
し
て
い
る
。
『
縁
起
』
第
三
場
面
の
、
倫

実
が
備
前
釜
島
の
純
友
を
攻
撃
し
、
敗
退
し
た
と
い
う
の
は
、
「
備
前

国
の
乱
」
の
(
五
)
備
前
を
本
拠
に
す
る
文
元
が
備
中
軍
を
は
じ
め
と

す
る
政
府
軍
を
撃
破
し
た
こ
と
(
安
芸
国
の
軍
も
文
元
攻
撃
に
参
加
し

て
敗
退
し
た
こ
と
も
想
定
で
き
よ
う
)
と
対
応
し
て
い
る
。
『
縁
起
』

第
四
・
第
五
場
面
の
倫
実
に
よ
る
備
前
釜
島
再
攻
撃
、
純
友
斬
首
は
、

「
備
前
国
の
乱
」
の
(
六
)
政
府
軍
の
攻
勢
に
よ
り
、
備
前
の
文
元
が

讃
岐
へ
逃
走
し
た
事
実
と
対
応
し
て
い
る
。
『
縁
起
』
第
六
場
面
の
倫

実
へ
の
恩
賞
は
、
純
友
の
乱
の
途
中
・
平
定
後
に
行
わ
れ
た
「
軍
功
数

十
人
」
と
い
わ
れ
る
恩
賞
の
乱
発
に
対
応
し
て
い
る
。
や
や
強
引
す
ぎ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
縁
起
』
の
筋
書
き
の
な
か
で
、
純
友
を
文
元

に
置
き
換
え
れ
ば
、
『
縁
起
』
の
記
述
は
「
備
前
田
の
乱
」
と
ほ
ぼ
対

応
す
る
の
で
あ
る
。
『
追
討
記
』
の
場
合
は
、
「
讃
岐
国
の
乱
」
の
主
役

を
三
辰
か
ら
純
友
に
作
為
し
て
い
た
。
『
縁
起
』
の
場
合
は
「
備
前
国

の
乱
」
の
主
役
を
文
元
か
ら
純
友
に
作
為
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
よ
う
や
く
結
論
に
到
達
し
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
『
縁

起
』
に
描
か
れ
た
沼
田
氏
祖
「
藤
原
倫
実
」
の
活
躍
の
場
は
、
実
は
「
純

友
の
乱
」
で
は
な
く
、
文
元
に
よ
る
「
備
前
国
の
乱
」
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
『
縁
起
』
の
記
述
を
活
か
し
な
が
ら
「
備
前
国
の
乱
」
の

実
像
を
「
想
像
」
し
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
天
慶
二
年
夏
は
空
前
の
早
魁
で
、
備
前
国
で

は
損
免
を
め
ぐ
っ
て
国
司
と
回
堵
負
名
層
の
間
で
緊
張
関
係
が
躍
り
、

衝
突
の
危
機
を
は
ら
む
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を
抑

え
る
た
め
、
政
府
は
藤
原
子
高
を
備
前
国
司
と
し
て
送
り
込
ん
だ
。
承

平
海
賊
平
定
の
勲
功
者
で
備
前
に
土
着
し
て
い
た
藤
原
文
元
は
負
名
た

ち
の
先
頭
に
立
っ
て
国
司
と
損
免
を
め
ぐ
り
厳
し
い
交
渉
を
し
て
い
た

が
つ
い
に
決
裂
し
、
釜
島
に
た
て
こ
も
り
児
島
・
備
讃
瀬
戸
を
制
圧
し

て
官
物
運
京
な
ど
の
子
高
の
行
動
を
妨
害
し
、
国
司
子
高
と
対
決
す
る

姿
勢
を
示
し
た
。
そ
れ
に
対
し
子
高
は
「
濫
行
停
止
官
符
」
を
楯
に
文

元
を
攻
撃
し
、
文
元
を
窮
地
に
追
い
詰
め
た
。
そ
こ
で
文
元
は
と
も
に

承
平
海
賊
平
定
に
活
躍
し
た
盟
友
で
あ
る
伊
予
の
純
友
に
援
助
を
求
め

た
。
純
友
の
支
援
を
受
け
子
高
を
摂
津
須
岐
駅
に
襲
撃
し
、
復
讐
の
リ

ン
チ
を
加
え
た
あ
と
、
天
慶
三
年
春
、
文
元
は
讃
岐
勢
力
と
連
携
し
な

が
ら
反
乱
を
続
け
た
。
「
追
捕
官
符
」
を
受
け
た
山
陽
道
諸
国
の
武
勇

の
人
々
は
釜
島
の
文
元
を
攻
撃
し
た
が
、
逆
に
文
元
勢
に
撃
退
さ
れ
た
。

し
か
し
天
慶
三
年
八
月
、
山
陽
道
追
捕
使
小
野
好
古
率
い
る
政
府
軍
は

文
元
龍
も
る
釜
島
を
攻
撃
し
、
文
元
は
讃
岐
へ
と
逃
走
し
て
讃
岐
を
制

圧
し
て
い
る
藤
原
三
辰
と
合
流
し
た
。
こ
の
と
き
釜
島
を
攻
撃
し
た
政



府
軍
の
な
か
に
沼
田
氏
の
祖
「
藤
原
倫
実
」
、
越
智
用
忠
ら
が
加
わ
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
想
像
」
に
す
ぎ
な

そ
れ
で
は
な
ぜ
『
縁
起
』
は
、
文
元
を
純
友
に
作
為
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
『
追
討
記
』
が
讃
岐
介
国
風
の
勲
功
を
顕
彰
す
る
た
め

に
、
三
辰
を
純
友
に
作
為
し
た
よ
う
に
、
「
倫
実
」
が
恩
賞
を
獲
得
し

た
こ
と
に
報
恩
す
る
た
め
薬
師
堂
(
楽
音
寺
)
を
建
立
し
た
さ
い
捧
げ

た
「
願
文
」
の
な
か
で
、
自
ら
を
純
友
追
討
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
ま
で
誇
張

・
作
為
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
「
願
文
」
を
も
と
に
し
た

原
「
縁
起
」
や
沼
田
氏
の
系
譜
の
な
か
で
文
元
と
戦
っ
た
勲
功
者
か
ら

純
友
追
討
の
英
雄
へ
と
誇
張
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う

な
も
の
が
『
楽
音
寺
縁
起
』
の
原
型
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
自
己
あ

る
い
は
先
祖
を
英
雄
化
・
神
話
化
す
る
た
め
に
は
、
相
手
は
脇
役
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
勲
功
を
あ
げ
た
人
々
の
家
で
神

話
化
が
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
の
「
異
聞
」
「
外
伝
」
が
形
成
さ
れ
て
い

っ
た
の
だ
ろ
う
。

お

わ

り

!こ
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以
上
、
『
楽
音
寺
縁
起
』
の
記
述
を
何
と
か
活
か
す
手
だ
て
は
な
い

も
の
か
と
想
像
を
重
ね
な
が
ら
論
じ
て
き
た
が
、
や
は
り
い
さ
さ
か
無

理
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
最
後
に
ま
と
め
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
『
縁
起
』
描
く
純
友
追
討
語
は
、
沼
田
氏
の
始
祖
「
藤
原
倫
実
」

が
、
藤
原
文
元
の
「
備
前
田
の
乱
」
を
平
定
す
る
戦
い
に
参
戦
し
、

勲
功
を
あ
げ
恩
賞
を
賜
与
さ
れ
た
事
実
に
も
と
，
つ
い
て
作
為
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

二
、
『
縁
起
』
が
「
備
前
国
の
乱
」
を
描
い
た
も
の
な
ら
、
文
元
は
備

前
釜
島
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

三
、
『
縁
起
』
で
文
元
が
純
友
に
作
為
さ
れ
て
い
る
の
は
、
始
祖
「
藤

原
倫
実
」
の
英
雄
化
・
神
話
化
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
作
為
は
倫
実

が
楽
音
寺
を
建
立
し
た
さ
い
の
「
願
文
」
に
は
じ
ま
り
、
沼
田
氏
の

系
譜
や
原
「
縁
起
」
の
な
か
で
誇
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔註〕
(
1
)

『
安
芸
国
楽
音
寺
|
楽
音
寺
縁
起
絵
巻
と
楽
音
寺
文
書
の
全
貌
l
』
(
広

島
県
立
歴
史
博
物
館
一
九
九
六
年
三
月
三
本
論
で
使
う
『
縁
起
』
本

文
と
楽
音
寺
文
書
は
こ
れ
に
よ
る
。

(
2
)

①
「
警
固
使
藤
原
純
友
」
(
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
一
三
三
号
一
九

八
一
年
一

O
月
)
、
①
「
『
藤
原
純
友
の
乱
』
再
検
討
の
た
め
の
一
史
料
」

(
『
日
本
歴
史
』
四
九
五
号
一
九
八
九
年
八
月
)
、
①
「
部
内
居
住
衛

府
舎
人
問
題
と
承
平
南
海
賊
」
(
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
一
八
・
一
九

号
一
九
九
O
年
三
月
)
、
①
「
天
慶
藤
原
純
友
の
乱
に
つ
い
て
の
政
治

史
的
考
察
」
(
『
日
本
史
研
究
』
三
四
八
号
一
九
九
一
年
八
月
)
、
①
「
国

街
支
配
の
再
編
成
」
(
『
新
版
古
代
の
日
本

4

中
国
四
国
』
角
川
書

広
一
九
九
二
年
一
月
)
、
@
「
『
純
友
追
討
記
』
に
つ
い
て
」
(
『
瀬
戸

内
海
地
域
史
研
究
』
四
輯
一
九
九
二
年
五
月
)
、
⑦
「
平
将
門
・
藤
原

純
友
の
反
乱
の
原
因
は
」
(
『
新
視
点
日
本
の
歴
史
』
3
新
人
物
往
来
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社
一
九
九
三
年
五
月
)
、
①
「
将
門
と
純
友
」
(
『
日
本
歴
史
館
』
小
学

館
一
九
九
三
年
二
一
月
)
、
①
「
海
賊
と
純
友
の
乱
」
(
『
歴
史
の
道
・

再

発

見

第
6
巻
南
海
道
』
フ
ォ
ー
ラ
ム

A

一
九
九
六
年
一
一
月
)

(
3
)

拙
稿
①

(4)

と
り
あ
え
ず
河
合
正
治
「
海
賊
の
系
譜
」
(
『
古
代
の
日
本

4

中

国
四
国
』
角
川
書
応
一
九
七

O
年
三
月
)
、
林
陸
朗
『
古
代
末
期
の
反

乱
』
(
教
育
社
新
書
一
九
七
七
年
一

O
月
)
な
ど
。

(
5
)

『
岡
山
県
通
史
上
』
(
岡
山
県
一
九
三

O
年
一
一
月
)
六

O
四
1

六

O
五
頁

(
6
)

『
吉
備
温
故
秘
録
』
巻
十
村
落
八
(
『
吉
備
群
書
集
成
』
第
七
輯

士
口
備
群
書
集
成
刊
行
会
一
九
一
一
一
一
年
)

(
7
)

河
合
前
掲
註

(
4
)
論
文
。

(
8
)

福
尾
猛
市
郎
「
荘
園
の
形
成
と
武
士
の
台
頭
」
(
『
三
原
市
史
通
史

編
』
第
二
編
第
三
章
一
九
七
七
年
二
月
)

(
9
)

拙
稿
①

(
叩
)
楽
音
寺
文
書
弘
安
十
一
年
四
月
十
二
日
関
東
下
知
状
案

(
日
)
蓑
沼
寺
文
書
元
弘
三
年
八
月
日
楽
音
寺
院
主
良
承
申
状
(
『
広
島
県

史
古
代
中
世
資
料
編
N
』
広
島
県
一
九
七
八
年
)

(
ロ
)
河
合
正
治
「
楽
音
寺
文
書
(
解
説
)
」
(
『
広
島
県
文
化
財
調
査
報
告
』

第
2
集
一
九
六
二
年
三
月
)

(
日
)
桜
井
徳
太
郎
「
縁
起
の
類
型
と
展
開
」
(
日
本
思
想
大
系
却
『
土
守
社
縁

起
』
岩
波
書
広
一
九
七
五
年
二
一
月
)

(
は
)
前
掲
註
(
日
)
良
承
申
状
。
な
お
河
合
正
治
「
小
早
川
氏
の
氏
寺
に

つ
い
て
」
(
同
編
『
瀬
戸
内
海
地
域
の
宗
教
と
文
化
』
雄
山
閣
一
九
七

六
年
二
月
)

(
日
)
「
小
早
川
家
証
文
」
一
貞
応
二
年
月
日
安
芸
都
宇
竹
原
井
生
口
島

荘
官
罪
科
注
進
状
写
(
『
大
日
本
古
文
書
小
早
川
家
文
書
之
一
』
)

(
凶
)
前
掲
『
吉
備
温
故
秘
録
』

(
打
)
『
予
章
記
』
(
『
群
書
類
従
』
合
戦
部
)

(
凶
)
『
河
野
家
譜
』
(
『
伊
予
史
料
集
成
』
伊
予
史
料
集
成
刊
行
会
)

(
叩
)
拙
稿
「
王
朝
国
家
国
街
軍
制
の
構
造
と
展
開
」
(
『
史
学
研
究
』
一
五

一
号
一
九
八
一
年
五
月
)

(
却
)
太
田
亮
『
家
系
系
図
の
入
門
』
(
人
物
往
来
社
一
九
六
七
年
二
一
月
)

(
幻
)
『
扶
桑
略
記
』
天
慶
二
年
条
。
な
お
以
下
の
叙
述
に
つ
い
て
は
拙
稿
⑥

参
照
。

(
付
記
)
本
稿
は
、
一
九
九
六
年
七
月
七
日
、
廿
日
市
市
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
た
芸
備
地
方
史
研
究
会
大
会
に
お
い
て
行
っ
た
同
題
の
発
表
を
補
訂
し
た

も
の
で
あ
る
。
質
疑
に
お
い
て
佐
竹
昭
氏
か
ら
指
摘
を
受
け
た
『
縁
起
』
の
歴

史
意
識
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
、
少
し
考
え
て
補
足
し
て
み
た
。

な
お
、
『
楽
音
寺
縁
起
絵
巻
』
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
楽
音
寺
住
職
に
格

別
の
御
高
配
を
い
た
だ
い
た
。
釜
島
の
航
空
写
真
に
つ
い
て
は
、
山
陽
新
聞
社

の
清
水
玲
子
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

(
一
九
九
七
年
一
月
一
八
日
成
稿
)


